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図l システム構成図

子L全的な第三半丁空の大きい人規校な公共施設では,常に安全性と高い仁輸

件とか確保され,一方,省エネルギーとコストエフェクティブネスが追求

されなければならない〔つ

分散形制御システムは,茨城県企業局利札川【浄水場へ納入LたAQUAMAX-

80Fシステムに比られるように,上下水道システムを高イ言柑度で運営する

上で拉もコストエフェクティブであるため,泣こく採用されるようになった｡

巾′+､規校フラントでもこのニーズは高まっており,これにこたえるものと

して新たにAQUAMAX-L/1ノシステムか開発された｡極めて限られた川地で,
職域伽仝に十分配膳二して‾下水汚iJ占を処理すること,及びこのための減量

化過和で,同時に省エネルギーを実現させるという課是酌ま,今lロほ内人した

100t/d流動層上〔焼却システムによって実現された｡本システムは,今後の

モデルとなるものである｡省エネルギーの課題は上下水道システム機寸戒設
備で徹咤的に追求された｡高効ヰi曝1t用ブロワ,MDVホンフ‾の標主宰化,J

形汎川ホンフシリⅥズの拡人がそグ〕例である.｡一力▲,エンジニアリングから

一旦】i■したフラント取まとめにより,人字妄毒主ホ■ンフ設備ク)イ言泉州巧三を罷=二高める
ことに成功Lた｡USBRハバスの6‾ノJ馬力6子音のホンフ場はその例である｡
多くの実績をもつダム制御システムでは,今回,建設省阿武隈人士陣へ納

入した放流制御システムで,更に高度の流入量予測及び制御モード椎行機

能を加えた半自動制寺卸を備えることにより,いっそう高い信板度か得られ

ている｡

首都高速道路へは新たにマルチマイクロプロセソサ‾方式のSPR5500形遠

方緊三こ税制子卸システムを納入することにより,従来から月]いられている杵々

の方式の遠方監視;別御装置を統イナし,総括した集小監視制御が行なわれる
ようになった｡

日立製作所は,また,高エネルギー物ヨ理学研究所のトリスタン計L拝小二も

参加し,入射蓄柿リング用電磁キトと実験設備を削寺卸するローカルネットワ

ークシステムを才[L当L,研究に協プJしている｡
省エネルギー,省力化,多機能化か要求される現存,エレベーターー･エ

スカレーターもその例外ではあり得ない｡日立製作所では,高性能化する

マイクロコンビュ一夕を応用Lた製品を開発し,その要求にこたえている｡
従来,エレへ【ターの群管理は,変化する昇降需要に対して,あらかじめ

定められた運転管理パターンの選択によって対応させたか,知能群管理エ

レヘーターは時々別々に変化する昇降需要を【▲j仁J学習し,最適)室転を行な

う判断機能をもつ睡j期的なエレベ【タ【である｡/卜緩ますますマイクロコ

ンヒュ一夕をJ芯用した多機能‾製品かTi三流をJiめることになると一臥われる｡

エレベーターの多様件を要求される例として,斜行エレベーターかある｡
自然環境保護のため傾斜地にfi_†って建設されたビル内けの外陣設備として,

その布り‾方を示したものといえよう｡

エスカレーターは,利用客の有無にかかわらず連続i室転を行なうのが一
般的であるが,閑言放時には少ない電力で運転する‾万ぎ去を開発するなど,き

め細かい省エネルギー努ブJが続けられている｡我が国でのエレベーター･

エスカレーターは戦後急速に普及したか,稼動15年以上のものが20%を超

え,本格的な変新需要の時代に入った｡日立‾製作所では,稼動中の旧設備

を部分改造することによって,性能,イ言軸度,意匠などを一新するモダニ

ゼーション法を開発し,需要に応じる体制を整えている｡

ビルの省エネルギーとビル管理の省力化の要求にこたえて,ビル総合管

理システムの設備製品シリーズも完成され,今後急速に普及することが期

待される｡
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公共システム

浄水場分散制御集中監視システ

ムの納入

茨城県企業局利稚いIl浄水場向け分散

制御集中監視システムを納入し,稼動

に入った(図1)｡

本システムは上水道向け分散利子卸

AQUAMAX-80Fシステムであり,中央

管理及び高度制御用としてHIDIC-80E,

各電気室ごとに制御マイクロコンピュ

ータHIDIC-08Esを配置している｡そ

の特長は以下のとおりである｡

(1)システム信椒度｢〔り上のためアナロ

グ制御とシーケンス制御を分離L,各

各マイクロコンピュータとシーケンサ

を配置した｡

(2)中央監視操作用にシーケンサを抹

川,電気峯シⅧケンサとは多重伝送装

置STU結合とし,データウェイとは別

ライ ンとし信根件,保守:性の向上を図

った｡

(3)高度制御として有効i疑集領域理論

に其-づく薬注妓適削寺卸,7充呈バランス

制御などを実施Lている｡

中′ト規模下水制御システム

"AQUAMAX-80L/〃”の開発

‾卜水道普及率の上井に伴い,地方中

小都市で増加の著しい中′ト規模処理場

では,従来のワイヤードロジックシス

テムでは制御上対応が困難となってい

る｡この問題を解i失するために,マイ

クロエレクトロニクス技術を応J召した
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リモート

入出力装置

〆

ローカルコントローラ
(川DIC-LC)

小規模シーケンサ
(H】SEC-01)

/

図3 下水汚泥流動焼却設備

AQUAMAX-80L/〃システムを開発し

た.⊃

匡12にシステム構成図をホす｡

このシステムの特長を,以下に述べる｡

(1)処理能力10万m3/d以下の処理場

を対象にしている｡

(2)上位と下位を結ぶ伝送路は,伝送

速度250kバイト/秒,総延長2km,下位

コントローラ数Max.8

(3)▼卜位コントローラはすべて耐環j亮

件に優れた構造である｡

微粉炭を利用した下水汚三尼流動

層式焼却システム

ド水の処理によって発ノLする朽iJ占の

処理処分は重要な課題となっている｡

/㌢回脱水ケーキを100t/d処j型する流

動焼却設備をY市に納人した(図3)｡)

二の焼却システムは耳了油代‾拝エネルギ

【とLて微粉炭を月1い,これを脱水ケ

ーキにi比練L,熱岩二をr‾｢りLさせて流動

層内で自燃させると向時に,燃焼空気

岩の利子卸とあわせて崇素酸化物あるい

はノJ価クロム化合物の生成を燃焼二｢不■1三

で抑制している｡また硫黄酸化物ある

いは塩化水素はカルシウム化合物で

除去する乾式のかス処理を行なってい

る｡省エネルギー対策として,空気予熱器

と廃熱ボイラを設け,エネルギ【の【iil

収利用を実施Lている｡発/1二蒸1毛は補
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区】4 ポンプ機場側面図

機のタービン駆動あるいは場1勺の岐蛎

用に使用されており,硯7t川貝調に官業

逆転されているし-

6万馬力揚水ポンプ

近年,ポンプ機場の傾1JJjとLて坤機

器し呈二の人形化,ならびに収まとめ範開か

干iミ機だけでなく付帯設備の納入かご-〕拙

付1ニーiiまで含む--一書刷丈まとめが挙げら

れる｡これらの傾向は必然的に大形化に

よる機器の信根性の向上,及び主契約

者のエンジニアリング能力が要求され

る｡

ここに≠糾介する米田開発局ノ､バスホ■

ンプ場設備は,_卜述した傾向を代表する

ボンフ機械と′そえられる｡本ポンプ設

備は米田開発ノdが計画をすすめている

セントラルアリ ゾナプロジェクトグ)‥

巽を担う設備で,米国アリゾナ州ハバス

湖畔に設けられる｡揚水きれた水は滞

漑用だけでなく上水道や産業用に供給

される｡機場に含まれる設備には6‾方

馬力主ポンプ及び同駆動用同期電動機

それぞれ6≠‡,口径54in(1,350mm)吐

出し弁(油圧駆動球形)6≠i,叶二出し弁

駆動用子由圧装置二式,吐出し管及び管

継手六式から成る｡契約範囲はこれら

の機器=の納入,エンジニアリング及び

据付工弔か含まれる｡ポンプ機場の側

血図を図4に示す｡

図5

エ場組立中のポンプ

ホン7Lは+ンニ軸什1吸込榊巻ポンプで,ホ

ンフケーーシングはコンクリ-卜に川設

される｡仕様は,岐込口径:2,400mm,吐

出口径:1,350mm,吐fllL竜:850mシhi11,

仝掲柑:251m,回転数:514rpm三iミな

特徴として,(1)ポンプの仝揚柑及び容

量が,ポンプ専用機として記鈷的であ

る｡(2)ポンプ締切軸動力を低く し,起

動時は通常のポンプ｢+様に允水締切起

動を■叶能にし,起動操作を簡単にする

と共に信根性を高めた｡(3)ポンプ軸が

1,000mm以_卜の指定があり,軸受部及

び軸封部での風速が大きくなるため,

設計上特別の/賢慮か払われている｡図

5に∴｢場組立中のポンプをホす｡

駆動用電動機は,審議6ソノー馬力(4ノノ

4,760kW),定桁電上土13.2kV,刷披数

60Hz,｢叫転数514rpmの立軸全閉形何期

電動機で,全電圧ダンパ始動の1世界で

も最大級の同期電動機である｡各部構

造は,多年の水車発電機製作経験を巷

に設計され,特に記録的大容量,高速,

仝電圧始動機のため,ブラケット,固

定子コイル支持の剛性を強化し,信輪

作向__Lを図っている｡

新形MDV(両吸込渦巻)

ポンプの開発

汎用ポンプより寄主圭の大きい =I径

300～500mIⅥ)両【吸込渦巻ポンプを標準
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図7 (右)+DM形多一芸モートルポンプ

(左)+CM形多段渦巻ポンプ

シり一ズ化した新形MDVホ■ンブが1ヒ

成した｡代表的な新形MDVポンプを

図6にホす｡

新形MDVホンフの特良の一つは,従

来機に比較して,一枚込惟能を約30%改

良し,高速軽韻こ化を実現Lたことであ

る｡従来,即動電動機は,4抵,6柵ち,

8枇であったが,同一の範匪1を4極り女

び6経でカバーしている｡重た,ボンフ

効率を1～3%改良し,世界のトップ〉

クラスのものと L7二ため,ランニン グ

コス=消印電力)の節子械に役_､ンニち,省

エネルギー時代の要求にこたえている｡

本ポンプは,製j扶,化学などの一般産

業iて㌻却水用,水道用ノ女び農業用の多H

的に使用されており,また桔叩三シリー

ズ化により,如納期で納人することか

叶能である｡

省エネルギー形汎用ボンフP

Jシリーズの拡大

一般給水,空上凋用などに仲川され,小

形軽量,高効率,低騒芹を達成した2段

汁[吸込渦巻ポンプの製品化を1こイLた

(図7)｡本シリーズは省エネルギー形汎

用ポンプJシリーズの拡充を同1たもの

で,高指不二1与範囲を対象に計30機柿で他

成される｡構造は2段で初めてのバッ

クフ‾■ルアウト方式を,また一部シリー

ズではメカニカルシール方式を採J口し

て似守を容易にしている｡性能何では,

ポリユート及び戻I)通路での損失をプ浸

小に抑え,単段Jシリーズポンプで開発

した高効率羽根申を用いて,効率史的

7%,仝拐程を約14%向上させた｡■史

に低騒音2極電動機をイ吏用し24極娼托動

_並みの騒音を実現している｡以上,本シ
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図6

代表的な新形

MDVポンプ

惑

漣ユ∴

図8 高効率曝気ブロワ

図9 東北地方建設局阿武隈大堰管理所納め

堰放;充制御システム

リーズは巾場の軌Irりや二一ズに√ナ/ノた

製品とLて,単段Jシリーズーと】J+様に

う､後の需要のJてり大が期待できる.こ

高効率曝気ブロワの開発

最近の省エネルキー政策により,日娃

㌔〈ブロワの高効率化のニーズ'か満ま′ノ

ている｡ニグ)たび,遠心++触専政びデ

イブユーザの研究開発を進め,高効率

曝気ブロワを開発した(図8)｡本高効

率曝乞ミプロワは,

(1)高効率低比速度羽根巾を採用Lた｡

(2)新形ナイフユーザを採用したので,

†乍業範l呵が正二い｡

(3)インレ･ソトベ【ン装着により,部

分負荷効やが良い｡

(4)∴亜ケーーシングとしているので,フ､

ロワの依願亡1二化に非常に効果的である､J

などの特徴をもち,従来グ)曝;ミプロワ

に比べ仝断熱効率を3～5争占rfJ】卜する

ことかできた｡本ブロワの開発により,

今後の′受注捕勅を有利に展開できるも

のと期待されるr:

堰放流こ設備制御システム

"DAMRIC80-W”の完成

日立製作所は,すでに93システムの

ダム,士挺放流設備捕りj卸装置を納入L貴

重なノウハウを-蓄相してきた｡今回建

設省東北地方建設局仙子i+二皐事務所阿

武隈大士睦管理所に納入したDAMRIC

80-W(図9)は,堪の一平常の什も水位制御

から洪水位制限まで一貫した制御を行

なうものである｡ゲ【卜実制御はオペレ

ータが介人する半自動制御を採絹し,

抑J例の†盲i如粥三を確保Lている｡本シス

テムの特長はノ火のとおりである｡

(1)_L流河川流量によるi克人i連子測機

能と,制御モード椎行二j二i刈機能を備え,

i共水製米時の判断と制御を,より確実

にした｡

(2)j瀕制御水理状況とその時間的経過

を､高密度カラーCRT(Cathode Ray

Tube)に表ホする機能を備え,ニ状況判

断を容易にした｡

首都高速道路公団納め

施設管制システム

首都高速道路上には,安全走行を図

るために鞘叫設伯,トンネル換～も設備,

排水ポンプ設備,′受配電設ノ偏などの各

種設備が設けられている｡従来二れら

の運転管理は,路線延長に合わせて導

人された各種方式の遠方監視制御装置

によって行なわれていたが,運転合理化

と更新のニーズにこたえて,今回マル

チマイクロコンビュ【タ‾方式のSUPER

ROL-5500を用いた新システムを納入

した(図10)｡

主な特長は′火のとおりである｡

(1)パルスコ【ド,同期コード■方式など

の各相伝送万上(を標準サイクリック‾方

式に止規化する変換処理技術を開発し

て､異種方式i比布の既設遠隔制御装置

を統合し,総括的な集中制御を行なえ

るようにした｡

(2)SUPER ROL-5500の分散処理技
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中央制御操作室

午7

図【0 首都高速道路公団納め施設管制システム

図Ilトリスタン入射蓄積

リング用偏向電石基石

術のiil用により,各純仁ミ送ノブ式ごとの

機能モジュー｢ル根合構成を徹底して,

モジュー1ルーiii位二の追加1交根による岬設,

吏新を可能にL,年度計挿jに†ナわせて

f貨階的にシステム如糾を行なえるよう

にした｡,

研究施設

トリスタン計画･入射蓄積リン

グ用電磁石の完成

高エネルギー物理′7:桝ノ究†叶の一日ヒ界新

一;枇の人形力‖辿旨詮建設計F叫･トリスタ

ン計l叫の人射古松リング補うに磁了√(_仙

｢F･】て電磁石r57子i,川柳7荘磁イJ86子= を製

作した(図11)｡イこi汁沖iの賦実彬加り虫器

では加1過料イーをイJ▲側に子如実させるたれ

大吉1‡二の1‾註磁了1‾を高机吐かつ#J門に磐望什

することか不吋火とされる.｢イ㌢Ilり,川

平事1i性紙枇打抜きノ女び枇桝柄接技術を確

二､上し,刹L_立二接グ)磁附‖川■■i雌±50′∠mにて

聖望作L,要‾求什能:を速成L7∴Jヰニ托そ和

は各純ノ川越器刷う･に磁イ1-へC川帖止こいJ心川

か利付される′､

+A向けネットワークシステム

の開発

研究所の日大でメェ城な実験設備を,

計算機により制御する場′ナ,ローカル

ネットワークシステムか有効である｡

高エネルギー物理学研究所の次期仙1速

器トリ スタン計酔lでの恥り御システムの

構戌を図12にホす｡現/t二,若様リング

用システムを順次建設しており､本年

図13

群管‡里制御装置

(高さl′900mmx

幅630mm)

/｢

7
/

∠_._

サテライト

制御室

直径約1km

蓄積リング

…7

‾-7

L_/

光データ
フリーウェイ

スタッキングリング

ネットワーク
⊥._ J

トリスタンリング

図12 トリスタンネットワークシステム
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､‾済紺j､否夢
+∨≡と押上id■}ト･触′

激怒警嘗葵
j′ン和ご′W-------_Ⅳ..仙′W′J′〟

′.蓋網野済三二淑Y′′し拶ぷ逆ニミ惣∧′ぢ′ご､Vwm′

洲■て■､■‾:‾■‾:■′ごこ′∨ご､

)ニ

ー､〔′W′㌣
′

5ノJかごフ逆転1与日輪される｡

本システムは,以‾Fのような特徴を

もっている(つ(1)すべての計算機が同一機

椎により梢成されてJiり,対等なネッ

トワーク構造を形成している｡(2)設備

とのインタフェースをCAMAC規格(Com-

puter Aided Measurement and Con-

trol)により統【一し,設備の柑設･改造

が谷観である｡(3)ネットワークをサボ

ーートLた会話形イ ンタブリタ言語,フ

ァイルシステムにより,研究者が谷幼

にソフトウェアを作成できる｡

エレベーター

エスカレーター

エレベーター知能群管理システ

ムの開発

エレベータ､--の立上過な群1÷て二刈をrfiり御を

叶絶とする知能即午叩†ミシステム引-iH発

した(図13)｡,これは,16ビットのマイク

ロコンヒューータを才㌢=拉し,肝甘ユ型制御

系に早手ヤ機能系と知能系を加えて,ビ

ルの仲川三や乍節･唯臼によって変化す

る交通Ji言質に対L,旭一抑二対応するフレ

キシブル件が砧いシステムである｡芋粥

機能系は,糊範有数,待ち叫間などの利

川北拙デーータを収集L,それかどのよう

な交通詫言要であるかの判延を行ない,そ

∠__

/トリスタンリング

ネットワーク

■フ

注:略語説明

S(システム計算機)
H(ハードウェア計算壊)

図14

エレベーター制御盤

(高さl′700mmX幅800mm)

表l

制御エレベーターシリーズ

速 度 スE 貝

45m/min

6ヘー24人乗り
60m/mln

(450ヘーl′600kg)

90m/min

100m/min
6～20人乗り

(450--l′350kg)

の結果に鵜づき殻適プログラムを選択

して,群皆野制御系にその実行を指令す

る｡一方,知能系は,シミュレーーション

により新プログラムを作成し,半円系

にフィードバックする(⊃二れにより,峠

咋刻々変化する利朋ご快音妃に的確に対応

することが可能となり,従来システム

に比〈こ平どJ待ち時間を10%如縮,60秒

以_卜の艮待ちを一号に低減した｡

マイクロコンピュータ制御大容量

交流+帰還制御エレベーター

エレベーター制御ハ＼のマイクロコン

ヒ_1-一夕のんむ用は,即i和55jF,規格形

エレベーターに始まり,今川人谷らを交

流帰還f別御エレベ【ターへと,その適

用の拡人を阿った(図14)｡従来の納入

実績かJJ,105m/minの機柿は20入来り

(1,350kg)まで,90m/min の機椰は24

入来り(1,600kg)までその範阿を拡大

し,シり【ズ化したものである(表1

参榊)(〕これJ〕マイクロコンヒュ一夕制

御エレベーターは,省エネルギー,安全

性のrrり上を凶りながごっ,年々多様化す

る市場のこ--ズに刈‾応するフレキンフ､

どリティの高いシステムとなっている｡

その仁む朋はミニマ､ソクス群管理制御エ

レベー一夕ー,をはじめとLて,腱望用エ

レベーター､非常川エレベーターなど

/＼過HJされている｡
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図15 斜行エレベーターl号ヰ幾を納入Lたマンション

｢インペリアル菊名+と昇降路の外観

斜行エレベーターの納入

拉近,仰軒｢地やlT二陵地グ)斧卜巾を別川

Lた隅f別人のマンションやホテルの埋

設が上汁加Lている.｢二のよ一うな檀物内

の交通機何とLて,糾めに柁動する｢ダト

打エレベ【クー+をl;り発L,昭和57年

8Jlに1うチ機を柿浜JJ内のマンション

｢インヘリアル菊名+に納入Lた(図15)｡〕

二呪/L 順調に様劃し,1対係方t如か仁)グ)

f_主三日をあぴている､=.

斜行エレベーターは乗鞍への安全什

を巧1右L,特に起垂わ,仲_11川与の水-‾､トノブ

】Jりの加i城油性をi竹⊥､Jかに制御L,かつ

快過な来り心J也にするため批動､鵠如11二

を什もく抑えるなど,随所に析Lい技術

を催り込んでいる｡

/卜後♂)詫言要とLては傾糾他にラ控設さ

れる裡斗勿内への設了引二とどまノJず､小

付十利川の身体障子手打】J,満給省用と

Lて,地卜批駅などへの止りfJも名▲えご〕

れ,その別片絹帥郎よ舶二人Lていく もの

と期待している｡

エレベーター,エスカレーターの

モダニゼーション

R二立二製作り斤ではエレぺr-クーは日吉1和

7年‾一に,エスカレーダーーは昭不Ull年･に

製造を始め硯/】三20年以卜を統一i坦Lたも

のか数rイ㌻に姥Lた｡モダ‾ニヤーショ

ンはこれ｢ノ批設エレヘーー一夕ー,エスカ

レーターの陳梼化L乙･い仏道部.‡JIであ

るレーJし,二‾ナノ‾什,シル,エスカレー

タ【のトラスなどを流刑L,そグ)他は

克之折の技術を抹用L連転効率,安全什,

件能,機能,品即などのドり上および息

昨の刷新を凶った新商品である｡

エレベーターでは,サイリスタによる

交流帰還f別御方式,マイクロコンヒュー

タニ重系統遊転システムなどのエレク

トロニクス柁術を採用し,かご,運転こ磐,

インジケータ意妊を高級化した｡エス

カレ】ターでは,新形高効率歯車減速

機,欄十,ステップのオーールステンレス

化など省エネルギー,機能,息匠の向_L
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係合装置 既設ホール側ドアとの係合装置開発

テールコード 多重通信化による本数低減
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を閉った｡代表例としてエレベ【ター

のモダニゼーションをホす(図16)リ

エスカレーター省電力遷幸云方式の

開発

エスカレーターの打iこ注力化として,

機器の応効ヰ三化と･とい二利川客を検出

L,｢Ⅰ勤自勺に迩転仲I卜を行なう 日動運

転方式を実用化Lているが,新たに電

動機の運転制御によるESOS(省電ブJ

述転方J＼)を偶発Lた(固け)｡二れは軽

負不;印寺の電動機結線をすiトリミの小さいス

ター結締とし,一ラ上flイ呈ff以卜はデルタ

結維とすることにより,韓f‾l榊時の消

宮守電力を†氏i城するむのである｡例えば

テハート,ショ ソヒンダストアなどに

納めたエスカレーターに過H-j L7二場†ナ,

15%以卜(当什従来対比)の箭1左力を達

成できるr_､本市〕七により.テハー,ト,

ショソヒンブストアなどの店舗では,

従米どおりエスカレータ【を連続避転

して客への輸送サービスを維持し,エ

スカレMターを運転,停止させて心∫里

的にも八のi允れを阻害することなく省

電力を達成できる｡

ピノレ施設

ピノレ管理システムのシリーズイヒ

ビルの省エネルギー･省力化か進み,ビ

ル管理システムは大規校ビルに限らず中･

小規校ヒルにもR覚まLく普及Lている｡

日立ビル管理システムBUILMAXは,

インジケータ 発光ダイオード採用による省エネルギー化

電源

CT

スター,デルタ切換回路

lM

lM 入 力

電 力

検出回路

tM 結 線

切 換

指令回路

注:略語説明

IM(誘導電動機)
CT(変流器)

図】7 エスカレーター省電力運転方式の
ブロック図

｢一分散制御と集中管理+を基本思想とL

た製.打,として多数納入し,好評を得て

いる｡今回,このビル管理システムを

小規純ビルにも通子㌢するようにハード

イ構成の梓準化を行ない,BUILMAXを

より允実し,シリーズ構成とした｡

(1)建物規椴に姐fナったシステム構成

りモ【トステーションの基本単位を

制御′た数30一中ことLた分散形ビルドアッ

プ方式としたため,′ト形システムでも

分散形のメリットを発揮するとともに,

建物脱税に見合った最適なシステム構

成ができる(図18)｡

(2)システムの手郎王主作

ろ至物の岬築などでは,増築分に見合

ったシステムを迫力‖し,全体システム

をまとめることにより,システム拡粘

か容易にできる｡

(3)地域群管理システムの発展性

りモ【トステーション,′ト形システ

ムなどの基本単位が公社回線など通信

回線と接続することができるなど,点

/†三するビル三洋を管理する地域群管理シ

ステムが構成できる｡

(4)コンパクトな′ト形システム

′J､形システムは16ビットマイクロコ

ンビュ【タで構成し,中央監視装置は

キユーピクルタイフ及びテ■スクタイフ

にコンパクトにまとめた(図19)｡
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図18 ビル管理システムの構成
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図20 スクリュー形圧縮機搭載の大形水

冷式パッケージ形空調機

スクリュー形圧縮機搭載の大形水

冷式ノヾッケージ形空調可幾の開発

新大形水冷式パッケージ形空調機は,

22～90kWまでの標準シリーズ及び小風

量シリーズ各6機稚から構成されてい

る(区120)｡

新シり【ズは心臓部の圧縮機に業界

に先駆けて新開発の歯形を偵絹した寓

閉スクリュー圧縮機を搭載するととも

に,空1‾く側熱交換器にスーーハースリ､ソ

トフィン,サ【モスハイラルナユー一丁,水

側熱交換器に新開発のヒンニ状フィン｢サ

ーモエクセルC+など高件能熱交換器を

採用し,平均7.3%の省エネルギー化

(当社比,以下同様)を行なうとともに,

重蛋を20%,据付両校を12%縦′卜する

などコンパクト化している｡また,スクリ

ュー圧縮機を才采用したことによりユニ

､ソトの振動が低く,防振工事が簡略化さ

れるなど,従来形と比べて省エネルギ

ー化,′ト形軽道化及び低振動化の巾‖二

留意して惟能向上を図った製品である｡

熟回収式空調機の開発

近年,1草務機器の増加や建築技術の

進歩により､冬李でい令白壬を行なう必

要か生じてきてjゴり,この冬今におけ

るj令融の排熱を暖砧鞘熟i似としてイJ▲効

に活用し,運転経費の節約を図ろうと

いう気運か高まっている｡そこで冬乎

での冷良三の排熱を凶収し,運転縫字音の

節約を意凶した大井姓込カセット形熱

回収式パッケージ形エアーコンティ シ

図19

小形システムの中央監視装置

痢

図21 日立熱回収式パッケージ形エアー

コンディショナー

l姻収式′くットジ形エアーコンディショトl
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図22 日立ヒート/ヾランスシステムの施

工例

ヨナー(図21)を偶発L,0.75kW,1.1kW,

1.5kWの3機抑をシり【ズ化Lた｡本

機は各ゾーニング系統別あるいは州去

別などに設iF{し,-一一連の水瓶ユデーこで連結

し,iて‡去口f芹および鮒肋熱iJタ;さとの組fナせ

で糸た排熱を行ないなかJ〕i糾l左上才のl′1重力

運転こを行なう 日立ヒートバランスシス

テム(図22)とLて博用され,省_1二弓i,

省スヘーース,省エネルギー,亡ミキ苗な制

御方式などの特長をもっている｡

全熱交換フアンユニット

｢設備用ロスフリー+の開発

ビル?こ号調の省エネルギ】を巧▲えると,

空調負荷の約50%を占める手灸気負荷の

軽減か重要視されている｡このため,排

妄もされる熱エネルギーを回収する仝熱

交換器のて需要が急増Lている｡今回開

薗
捗

図23 設備用ロスフリー
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図24 30%省エネルギーガス直だきq及収式

冷温水ユニットの完成

発Lた血径600mm,800mIⅥシり一ズの

仝熱‾交換フアンユニット｢設イ脚ロロス

フリー+は,吸排気を行なう送風機に臼

良二独【'JのPACフ7)ンをrノっ機L,仝熟女

牧口一夕との対向F肥苗ノブ▲∫〔を採用する

ことにより,谷松上ヒで65%グ)′ト形化に成

功した｡また,仝熱交換ロータには特

殊難燃加二｢紙を他用し,熱エネルギー

の75%を回収するため,冷･恨レj効果

を損なわず電力誓号の大幅な低減を図る

ことができる｡したがって,従来の-リ三

中ノノJ〔に伴わ′1て,より効井川(Jな各階

方式♂〕授与もかより少ないスヘースで口+

能となり､了レ場でグ=丈繁も大きく/卜後

ク)f【帖去かプ糾待される｡

30%省エネルギー直だき吸収式

冷温水ユニットの完成

--+拉ビル,.丁場シと調向けのカ､'スニえは

灯油を熱i似とした帝二だきr吸収式冶ラム】t水

ユニットは,電動式に替わって人,中答

韻二空調♂〕主力をLliめるに至っているが,

開発当初に比較Lて30%の省エネルギ

ーとなる新形機を完三成した｡

本機は,従来の20%省エネルギー機

に,高i止再生器から排=される排カ'-ス

のもつ熱を回収することにより,燃焼

熱を有効に流用する排熱回収器を追加

Lたもので,向時にj令′東サイクル側の

改善をも図ったものである(図24)｡

一般的に排熱回収器は吸込空気の予

熱に用いることが多いが,空気ダクトな

どが必要で機音詩が大形化しやすいため,

搬入,据付,取放いか閃雉になる｡本機

では,内部サイクルの加熱に利用して

いるので,全体が大巾副二小形化できた｡
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